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4月1日現在

 　　管理者1名　　サービス管理責任者１名

基本方針

区分３　～　区分６

進和万田ホームは利用される方おひとりおひとりが毎日楽しく、元気に過ごし、ここに通いたいと思う事業所になれ
るよう努めてまいります。日常の支援からの気付きをもとに設備や行事等サービスに係るすべてにおいて、何が最善
であるか常に模索し、安心して利用できる福祉の拠点を目指します。

生　活　介　護

備　　考

（５０才以上の方は区分２以上）
　基準配置　3：１(平均障害支援区分5以上）（人員配置体制加Ⅲ　２：１）

　２　０　０　９　年　６　月　１　日

①　利用者状況

女　　子 15

令和８年度　進和万田ホーム　事業計画

障害支援区分
による対象者

事　業　名
定　　　　員

③　職員体制

男　　子

　計　

移行開始日

令和8年度

44

施設長
サービス管理責任者

支援員

事務員
栄養士
合　計

短期入所定員 8

家族から離れた場所での生活体験、ご家族の急用や都合、レスパイト等に対応します。
月曜日～木曜日の宿泊を原則とし、在宅障がい者の地域生活を支えます。

職員配置基準

令和7年度
3月31日現在

常勤換算

②　利用者年齢別状況
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Ⅱ．単独型短期入所事業
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健康と安全

防　災

本人自治会

生活支援

箱根旅行 　天神まつり

令和8年4月1日

万田ホームアート展
＆カレーパーティー

ご本人方の声を取り入れ、機能訓練班、レザー班、陶芸班、工芸班の活動内容について充実を図るとともに、
常に活動内容の見直しや新商品開発等新しい取り組みができるように努めてまいります。

ビーライトしんわのOB、OGが万田ホーム利用者の過半数を占めています。同じ敷地内、建物で活動している
ので、利用児童も万田ホームの職員のことをよく知っています。昨年度に引き続き今年度もビーライトしんわの
卒業生で利用児童のうち1名の方が万田ホームを利用することとなりました。ビーライトしんわの活動への協力
と、万田ホームが利用児童に選ばれるための努力を積み重ねてまいります。また短期入所や日中一時支援
等、児童と家族の希望されるサービスについても期待に応えられるよう努力してまいります。

・ビーライトしんわとの協力体制

Ⅳ．重点目標

・生活のよろこび

自治会役員会を毎月おこない、行事や取り組みについて役員の方々を中心に検討して
いきます。会員の方々が楽しく過ごすことができるよう、毎月行事を計画します。行事の食
事はアンケートを取り、好きなものを取り入れます。恒例となった各班が担当する行事も、
みんなで力を合わせより良いものになるようにしていきます。昨年度は「万田ホームアート
展＆カレーパーティー」などをおこない好評をいただきました。
旅行委員を中心に日帰り旅行をおこなっています。昨年度は箱根に行き、遊覧船や水族
館見学などを楽しみました。
今後も本人主体の自治会活動をおこなっていきます。

本人防災委員とともに日中火災想定、地震想定、土砂災害想定の非常災害訓練を実施
し、毎月訓練をおこなうことで自らの命を守ることの大切さを学びます。また防火管理者会
主催によるAED・心肺蘇生法講習会については昨年度2回実施しており、万田ホームから
も多くの職員が参加しており、胸骨圧迫等正しい知識と技術を学ぶことができています。
今後も積極的に研修等に参加することで防災意識を高めていきます。

年間を通じて健康診断(嘱託医）、人間ドックをはじめとした各種検診をおこなうことで、疾
病等の早期発見や健康管理に努めてまいります。普段の生活の中では活動前後や食事
前後の手洗いや活動場所などの消毒をおこない、感染症の予防をおこなっております。ま
た、建物内外の清掃や整理整頓をきちんとおこなうことで、活動時の事故や2次災害が少
なくなるよう努めます。

Ⅲ．日中一時支援事業

ご家族の『あと少し』や『ちょっと休ませて』等のご要望、レスパイトにお応えし、16時以降の利用受け入れをおこなっ
ています。事前にご相談いただければ食事も準備いたします。
(進和万田ホームの利用者以外の方は朝9時頃から受け入れ可能です)

日中一時定員 5

支援目標を立てるうえでご本人の意思は不可欠であると考えます。日ごろからの地道なか
かわりの積み重ねで、ご本人の思いを汲んで夢のある支援目標と実現性のある支援方法
を考えていきます。そしてこの計画と個別支援手順書を以って日常の支援を充実させてま
いります。

・働くよろこび


